
（注）備考欄には、主たる支出の内訳を記載する。  

令和７年度政務活動費収支報告書  

 

会派名  地域コネクト   

 

１  収   入   政務活動費   １２０ ,０００  円   

 

２  支   出  

（単位 :円）  

科    目  金     額  備       考  

調 査 研 究 費    0  

研 修 費 103,453 

①自治体・公共 week 2025 

 交通費： 24,463円  

②全国市議会議長会研究フォーラム  

 参加費： 9,000円  

 交通費：44,590円宿泊費：25,400円  

広 報 費 0  

広 聴 費 0  

資 料 作 成 費 0  

資 料 購 入 費 0  

合 計 0  

  

３  残   額    １６ ,５４７円   



令和７年度　地域コネクト　　政務活動費

①自治体・公共 week 2025

日付 内容 費用 備考 領収書

7月3日 交通費 11,870 中津川～東京都内 ①

7月3日 交通費 335 大井町～東京国際展示場 ②

7月3日 交通費 388 東京ビッグサイト～新橋 ③

7月3日 交通費 11,870 東京都内～中津川 ①

24,463

②全国市議会議長会研究フォーラム

日付 内容 費用 備考 領収書

8月5日 参加費 9,000 全国市議会議長会研究フォーラム ①

8月26日 交通費 1,340 中津川～金山 ②

8月26日 交通費 1,360 金山～中部国際空港 ③

8月26日 交通費 12,910 中部国際空港～新千歳空港 ④

8月26日 交通費 1,230 新千歳空港～札幌 ⑤

8月26日 宿泊費 11,600 ホテルルートイン札幌駅前北口 ⑥

8月27日 交通費 210 大通～札幌 ⑦

8月27日 交通費 1,230 札幌～新千歳空港 ⑧

8月27日 交通費 22,010 新千歳空港～中部国際空港 ④

8月27日 交通費 1,430 中部国際空港～名古屋 ➈

8月27日 宿泊費 13,800 三交イン名古屋錦 ⑩

8月28日 交通費 2,870 名古屋～中津川 ⑪

78,990

支出合計 103,453











 

  

会 派 視 察 研 修 報 告 書 

地域コネクト 

 牛田 敬一 

視察研修項目 自治体・公共Ｗeek 2025  

視察研修期日 令和 7年 7月 3日（木）  

視察研修先 東京ビッグサイト 

視察研修参加者 牛田敬一 （来場者約 2万人） 

視察研修目的 地域防災・自治体 DX他 

視察研修内容 

本展示会は①自治体ＤＸ、②地域防災、③インフラメンテナンス、④自治体向け

サービス、⑤地方創生、⑥スマートシティ推進、⑦地域福祉となっており今回は、

地域防災をメインにセミナー受講と最新の災害対策関連品を調査した。 

●防災関連 

・AI による火災カメラ・・高性能カメラと火災検知 AI による 24 時間 365 日監視。 

・窒素消化設備・・人体に安全、精密機器への影響なし。 

・緊急災害対策用モバイル・・平時は公用携帯として使用。防災無線に代わるモ

バイル。 

・消防団クラウドサービス・・出火時の通知・周辺水利マップ表示・活動記録等 

●セミナー 

震災からの学びと未来への備え・・・石川県副知事 浅野大介氏 

講師が副知事であったことから、政府への支援依頼（堆積土砂廃土、3省庁４

補助金等）を行なうとともに震災後は「不都合な情報（こぼれ球）」を被災後３日目

より Zoom による NPO等からの困りごとを収集。市の幹部は、現地・現物・現実が

重要。 

多くのボランティアが支援に来る反面、受援力が弱まってくる。（知らない人疲

れ・言われ（助言）疲れ）➡顔見知りだけで頑張りたい➡外部の力が必要。このよう

な現実を理解しながら接することが重要と感じた。 

視察研修の 

まとめ・所見 

自治体の防災力強化には、単に設備や備蓄だけでなく、住民の参加・ICT によ 

る情報共有・多文化対応が不可欠である、という現在の社会的潮流と技術トレンド

が、今回の展示内容に反映されていた。 

自治体DXでは、例えば不登校児童の背景にはDV・親の介護等、様々な要因

があり、教育委員会だけでなく福祉・医療等、関係者が重層的にリンクするアプリ

が提案されていた。他にスマホ市役所・オンライン窓口・介護認定 DX など７分野

に４００社が出展されていた。今回の情報を政策提言に結び付けたい。 

その他  

 



 

  

会 派 視 察 研 修 報 告 書 

地域コネクト 

 牛田 敬一 

視察研修項目 全国市議会議長会研究フォーラム  

視察研修期日 令和 7 年 8 月 27 日（水）  

視察研修先 札幌文化芸術劇場 

視察研修参加者 牛田敬一 （他 2500 名） 

視察研修目的 地方議会議員のなり手不足問題について 

研修内容 

１．基調講演 

  「主権を預かる誇りと責任」・・伊吹文明 元衆議院議長 

〇議員に対する報酬の不足や退職金・年金の不備が、志の高い人材を遠ざけている 

２．パネルディスカッション 

多様な人材の参画促進の観点から地方議会議員のなり手不足問題を考える 

  コーディネーター 辻   陽    近畿大学法学部教授 

  パネリスト      牧原  出    東京大学教授 

              白石 洋一   読売新聞東京本社政治部次長 

              山下 節子   山口県宇部市議会議長 

              長内 直也   北海道札幌市議会議長 

議員のなり手不足の背景 

 少子高齢化・人口減少による候補者母数の減少 

 議員活動と生活・仕事の両立の困難さ（報酬水準、時間拘束） 

 議会活動に対する「負担感」や「閉鎖的イメージ」 

 現職の高齢化・世代交代の遅れ 

参画を阻む要因と改善策 

 経済的要因：報酬や政務活動費のあり方 → 「兼業可能性」や「柔軟な働

き方」との両立支援 

 時間的要因：議会日程・会議時間の硬直性 → 夜間・休日開催や ICT

活用による効率化 

 文化的要因：閉鎖的な議会風土 → 公開性の強化、若者や女性に開か

れた議会広報 

 制度的要因：選挙制度や立候補手続きのハードル → 供託金・選挙費用

軽減、ネット選挙の拡充 

 

視察研修の 

まとめ・所見 

・なり手不足は単なる人数の問題ではなく、 議会が市民社会の多様性をどう反映

するか という民主主義の根幹に関わる課題。 

解決策 

①制度・環境整備（報酬・時間・制度） 

②意識改革（議会の魅力発信・閉鎖性打破） 

③多様な人材参画の具体策（女性・若者・兼業可能人材の参入促進）の実施 

中津川市としても、議員の処遇や議会活動等に向けた改善が重要。 

 

 


